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Ｎ。” 独立行政法人工業所有権情報・研修館（ＩＮＰＩＴ）事業
－ＮＰＩＴは、 特許庁と連携しながら企業における知的財産活用を支援する公的機関です。

受託機関＝一般社団法人宮城県発明協会



「ーＮＰ１Ｔ宮城県知財総合支援窓口」 では、 中小企業
商標等 知的 産に する悩みや課 ど
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；；⑭
で ま ずはお電話く ださ 、！．ど ．

１ 相談を希望される方は、

し

あらかじめお電話をお願し、 は す。

支援 当者がご相談にお答えします。
窓 支援
状
口
況

担
で
に
の
応じて訪問支援２

′ 弁理士
弁護士
必要に応じて知財専門家等が支援を行います。

　　　　 　　
　

３
Ｍ

弁 士 理士 相 支援、 門家の訪問支援
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弁
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ア

相

ッ

談
プに向けたフォローアップ支援を行います。

●知的財産の種類

、 、製 発明 ２ （一部２５年に延長）
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品の名称の保護 （地理的表示） などがある。
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株式会社ア
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窓□活用 きっか
射出成 （キャビテイ）に 入して成形品 すが、 間
のガ
形
外
金
へ
型
排
内
出
の
す
間
ベントの保守が生産
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性
融
低
材
下
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の
を
要
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を
同
得
社
ま
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空
保守
内
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ス
を
を
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の
は
部
に低減する

け
空
る
技術を開発し、特許出願について窓口に相談されました。頻

窓□を活 して変 ったところ
同社は特 出願の経

わ
験がなく、手続や出願書類等の説明したところ、自社で特許出願を希望

したため、 願手続について助言しました。また、同社は開発技術を取引のある国内外企業向けに事業展開を検討中 、優
権主張によ Ｐ（Ｔ出願を視野に、出願と同時に出願審査請求と早期審査の申請について助言しました。出願後、特許

で
庁から
先
の

理由通 へ助言したところ、出願日から約５か月で特許査定を受 、直ちにＰ〔Ｔ出願をしました。同社は国内外企業向けに、絶
技術によ 生産性向上・成形不良抑制・高機能製品へ適用等をア

け
ピールした結果、数社が興味を示しています。なお、環境

の負荷が い生分解 プラスチックへの適用も検討中です。
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更

麗震灘 ◎
度・権利取得のメリット等を説明し、鰻頭の商品名に関して、
明しました。同社は助言に基づき先願の登録商標の調査を行っ
いました。その後、拒絶理由通知を受けたため、専門家（若山剛弁理士）から特許

鮮

喜
ころ
・商標制
ついて説
出願を行
を助言した結果、最終的に登録査定を受け権利化が図れました（商標登録第６８０８８７１号）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

品 使用して宣伝等も行えるようになり、販売も順調で売上げも伸びたため、仙台駅地下
開
名
設
を
しました。さらに 購買層の主流である観光客の５Ｎ５による当商品の拡散や、地元ＴＶ

活

霊
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まず鰻
商標や指
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企業か
商標登
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局や新聞

っ

園
活用して
頭の商品
定商品・役
願書類を
例に基づ

らのメッ
録を受け
やげ通り
等にも取

け

饗
変わ
名の保
務の
作成し
く反論

セー
て、安

」に新
り上げ 名度が向上し地元の購
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『自社の強み（知的財産）』を見える化するメリット
、．′

自社の内部と外部に、

　　　　

、．′

　　　　　　　　　　

　　

生まれます！

れ
の
る
技術力等

　　　　　　
　　　　

（知財で営業）

自社の強み（知的財産）

社員のモチベー
ンヨン向上

．社員のやる気を引き
出すことができる
●社員一人ひとりの
意識が高まって会
社が元気になり成
長する

１取引先との交渉力向上

・自社の強みをしっかりアピール
し、他社との取引交渉による受
注拡大が期待できる

ｏ ▽ー

　

●他社へのライセンスによる販路

　　　　

開拓・拡大が期待できる

パートナーとの
関係構築

・自社の足りないところ
を補い新たな製品・
サー ビス をス ピー
ディーに生み出すため
のパートナーを見つけ
やすくなる

競合他社に対する
競争優位の確保

●類似品の参入を防止
（牽制）し、自社に有利
な事業展開ができる

●権利侵害に対して法的
措置ができる

、．′

宮城県
産業技術
総合センター

▲至大和町

　
宮城大学●

　　

　

中争●専門学校：仙台総合医療大学校
宮城県

　

図書館●匡》

アウトレット＠：③

二「・．ニニ

　

．－・匡勤一三，ｒ一二ニニー．
松田病院●・．●ＥＮＥＯＳ

　　

泉ＰＡ
スマート１（

　　

：－…入口

▼至北仙台 ▼至東京

宮城県産業技術総合センター２階

一般社団去人宮城県発明協会

　

ＩＮＰＩＴ宮城県知財総合支援窓口

▲至大崎・盛岡

　　

至富谷．
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…ー
．
：農事葵駅
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ニー‐

　　

」，．▼仙台駅

受託機関，納 ‐般社団法人宮城県発明協会

　

伽継醐
〒９８１‐３２０６仙台市泉区明通２‐２

　

宮城県産業技術総合センター２階

　　

Ｌリサイクル適性◎」
ＵＲＬ＝ｈｔｔｐｓ：／／ｎｎｉｙａｇリーーー．ｃｏｍ／ この印刷物は、印刷用の紙へ

　

りサイクルできます。

の 自社ブランドの構築

　　　

●顧客に対し本物感、 満足感を

　　　　

伝えることができる

　　　

・顧客に対する自社の技術力等

　　　　

の信頼性が高められる

　　　

・対外的にＰＲすることができる

　　　　　　　　　　

（知財で営業）

０，自社技術力の向上

　　　

・さらに発展した技術開

　

－・

　　

発の好循環が生まれる

　

－－－

　

．自社技術をベースにし

　　　　

た新分野進出等の発展

　　　　

が期待できる

　　　　

　　　　　　　

県道２６４号線

⑩ 公共交通機関を使ってお越しの方
●仙台駅前バスプール２番乗り場よりｒ宮城大学・仙台総合医療
大学校前行き」 で終点下車

　

徒歩３分

●地下鉄南北線泉中央駅路線バス３番乗り場より「宮城大学前経由
泉パークタウン車庫行き」で「宮城大学・仙台総合医療大学校前」
下車

　

徒歩３分

髭詠

　

お車でお越しの方

●東北自動車道

　

泉インターチェンジ

から約５．４１くｍ（１５分） または泉ＰＡ
スマート１（（ＥＴ〔専用）から約３．７１くｍ
（１０分）

●仙台駅から約１４ｋｍ（４０分）


